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を仮定 し,Vlasov方程式 を用いて,液晶内での translationalな collectivemodeを求
め, smecticA とい う1次元的な結晶ができるときに付随 して現れるであろう緩和型
の softmodeについて議論 した｡
一方, OrsayのBrochandや JAhig6)らによる半現象論的な揺 ぎの理論もあるが,
ともあれ,液晶のdynamicsの分子論はこれからの問題 と言える｡










6) F.BrochardandJahning,J.dePhysique(1974)および R.Blincたちの仕事 :
Phys.Rev.A (April,1974)
nematic液 晶 の 分 子 論
名大 ･工 木 村 初 男
nematic液晶に限 り,且つ,その staticな性質に限 っても,分子論が答えねばなら
ない問題は沢山ある｡
様々な同族列液晶についての実験データが集積されつつある｡ ここで同族列 とい うの
は,一例 を第 1図に示 したように分子の両端に炭化水素 CH2の鎖 をつなげたものである
場合が多いo図のC1,C2-- は炭素原子をあらわしているOこの炭化水素鎖の長 さ,
すなわち鎖 の中の炭素原子数Nの関数 として,液晶 としての種々の性質の変化が調べら








(1) 同族列の中では nematic-isotropic転移温度 T｡は,Nが偶数 の場合と奇数の場
合で交互に上昇 ･下降を繰返す｡ (even-odd alteration ofT｡)
(2) 比較的 Tcの低い同族列では,Nの増加と共にTcも全体として上昇するo
(3) Tcのより高い同族列では,Nの増加と共にTcは全体的に下降していくO
(4) 同族列の中では Tcにおける転移エン トロピー A∑ はNと共に増加 して行 くoA∑
についても, even-oddaherationが見られる｡
6) 同族列の中では, T｡におけるnematicorderparameterの値 S｡にも,even-
odd alterationが見られる｡





自由エネルギーに関する cluster展開の最低次の近似で問題が扱われた｡ そ して, 同
族列で,炭化水素鎖が延びると,それだけ剛体棒としての長さが延びるのだと解釈する
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東北大 ･工 田 中 実
1. まえがき
古典液体の熱力学的性質のいくつかは,対相互作用を仮定する範囲では, 2体分布関
数 g(r12)と対相互作用とで表わされる｡ただしg(r12)の統計力学的計算手法は, 本
来は閉じておらず, 3体分布関数 g(3)(r12,r23,r31),さらに順次高次の分布関数の知識
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